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＜女子／円盤投＞

・敷本愛（国士舘ク）は２連勝（52ｍ86）。

・敷本の日本選手権での過去の成績
2003 6.06 女円盤投 6 44.42 （国士大） < 3: x -44.42- x - x -42.14-42.03>

2004 6.04 女円盤投 5 47.01 （国士大） < 7:43.87-41.42-45.88-46.93-45.95-47.01>

2005 6.05 国 立 女円盤投 2 51.46 （国士大） <14:46.16- x -49.31-49.76- x -51.46>

2006 7.02 神 戸 女円盤投 NM （国士館ク） < 5: x - x - x >

2007 7.01 長 居 女円盤投 6 46.81 （国士舘ク） <16: x -42.96-46.74-46.81-43.05- x >

2008 6.29 等々力 女円盤投 5 45.95 （新潟アルビ） < 1: x -43.55-45.57-44.79- x -45.95>

2009 6.26 広島広域 女円盤投 11 45.80 （新潟アルビ） <12: x - x -45.80>

2010 6.06 丸 亀 女円盤投 2 51.51 （アーベント） < 5:46.90-48.03-49.52-51.51- x -51.38>

2011 6.12 熊 谷 女円盤投 3 49.17 （アーベント） <14:49.17-47.41-45.22-48.20- x -47.33>

2012 6.08 長 居 女円盤投 1 52.74 （国士舘ク） < 1:47.75-49.30- x -49.37-51.18-52.74>

・２位・高橋亜弓（筑波大）との差12cmは、日本選手権史上４番目の僅差。

・３位・東海茉莉花（Ｉmost）の50ｍ28は、初の50ｍラインオーバー。

＜男子／3000ｍＳＣ＞

・山下洸（ＮＴＮ）は２連勝（8.33.57＝自己新）。前回は、初出場での優勝（8.34.95＝自己新）で、２年連続
自己ベストで選手権獲得。山下のラスト100ｍは、14秒５。

・２位・松本葵（大塚製薬）との０秒25差は、日本選手権史上４番目の僅差。

・２位・松本と３位・武田毅（スズキ浜松ＡＣ）は、2012年は順序が逆だった。


